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総合的な学習の時間 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

１ 目標や学校、地域の実態に応じた探究課題の設定 
 ・自校の総合的な学習の時間の目標や、学校、地域の実態

に応じて、例えば、現代的な諸課題に対応する横断的・

総合的な課題、地域や学校の特色に応じた課題、児童の

興味・関心に基づく課題などを踏まえて探究課題を設定

します。 

 ・国際理解や情報に関する学習を行う際には、探究的な学

習が位置付くようにします。 

 

２ 探究的な学習過程における学習方法の工夫 
 ・指導計画に「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」

「まとめ・表現」の４つの学習過程を位置付けます。 

・「課題の設定」では、児童が問題状況の中から課題を発

見して設定し、解決の方法や手順を考え、見通しをもっ

て計画を立てるようにします。 

 ・「情報の収集」では、児童が手段を選択して必要な情報

を収集し、分析するようにします。 

 ・「整理・分析」では、児童が課題解決を目指して「考え

るための技法」を活用し、事象を比較したり、関連付け

たりして考えるようにします。 

・「まとめ・表現」では、児童が相手や目的、意図に応じ

て分かりやすくまとめ、表現するようにします。 

 

３ 探究的な学習の質の向上 
 ・情報を収集・整理・発信するなどの学習活動の際には、

情報機器や情報通信ネットワークを目的や状況に応じ

て選択して活用します。 

・児童のよさや可能性を引き出し、伸ばすよう、児童の望

ましい変容の姿を明らかにし、体験活動等を位置付け指

導します。 

 

 ・ 

 
 

・各教科等との関連的な指導を充実させるために、総合的な学習の時間における単元と各教科等との関連を見

通した年間指導計画（単元配列表）を作成しましょう。 

・総合的な学習の時間の探究課題を学校の教育目標との関連を図って設定し、教育目標の実現に生かしていく

よう指導しましょう。 

・地域の素材や地域の学習環境を生かした学習活動を充実させるために、日頃から外部人材と適切に関わると

ともに、教育資源のリストを作成するなど、外部連携のシステムを構築しましょう。 

１ 目標や学校、地域の実態に応じた探究課題の設定 
・自校の総合的な学習の時間の目標や、学校、地域の実態に応 

じて、例えば、現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な 

課題、地域や学校の特色に応じた課題、生徒の興味・関心に 

基づく課題などを踏まえて探究課題を設定します。 

・職業や自己の将来に関する学習を行う際には、探究的な学 

習が位置付くようにします。 

 

 

２ 探究的な学習過程における学習方法の工夫 
・指導計画に「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「ま 

とめ・表現」の４つの学習過程を位置付けます。 

・「課題の設定」では、生徒が問題状況の中から適切に課題を 

設定し、仮説を立てて、検証方法を考え、計画を立案するよ 

うにします。 

・「情報の収集」では、生徒が目的に応じて手段を選択して必要 

な情報を収集し、多角的に分析するようにします。 

・「整理・分析」では、生徒が課題解決を目指して「考えるた 

めの技法」を活用し、事象を比較したり、因果関係を推測し 

たりして考えるようにします。 

・「まとめ・表現」では、生徒が相手や目的、意図に応じて論 

理的にまとめ、表現するようにします。 

 

３ 探究的な学習の質の向上 
・情報を収集・整理・発信するなどの学習活動の際には、情報 

機器や情報通信ネットワークを目的や状況に応じて選択し 

て活用します。 

・教師の指導による部分と生徒の主体的な取組を重視する部 

分とのバランスを考慮し、それぞれを適切に位置付けます。    
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総合 小学校 総合 中学校 

指導の一層の充実に向けて 

【探究的な見方・考え方】 

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・

実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い続けること。 


